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学的意義に就ては疑問の余地なきものとされてきた
が，最近その実際的応用に際して種々の疑義をもっ
ものもあらわれてきてし、る。 rツjアレルギーの推
移に関しては，農村住民を対象としてその陰性転イじ
(以下「陰転Jと略〉・ BCG接種後の「ツj アレル
ギ一等の問題に就て，比較的長期間に亘り観察した
重松(1)(2)(3)(4)等をはじめ若干の報告があるが，未だ
充分な論議は尽されていない。
当教室に於ては，石川前教授・三輪教援指導の下
に，昭和 22年より昭和 -31年に至る 10カ年間に豆
誉本論文の要旨は第6回日本アレルギー学会総会に於て発表した。
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り，千葉県下一農村全住民を対象として毎年結核集
団検診を実施し，特に「ツj反応に関してはその推
移をみるべく毎年施行する様努力してきた。而して
本検診の綜合成績の中，有所見者に就ては協同研究
者佐久間ωによって，叉家族的観察に就ては森本ω 
によって既に報告されているが，著者は「ツjアレ
;1-ギーに就き，特に「ツ j 反応の陰転と~動，自然
陽転者の「ヅj アレルギー ， BCG接種後「ツjア
レルギー，所謂 BCG難陽転者の問題，及び有所見 
者に於ける「ヅj アレルギ一等につき検討し，若干
の知見を得たのでこ与に報告するの 
II. 検診対象及び方法
A. 検診対象
千葉県五井町全住民約 12，000名， 但し昭和 22年 
度は小・中学学童全員及び五井町 15部落中，岩野 
見・村上・上宿・岩崎の 4部落住民を対象とし， 23 
年度は之等の部落に更に君塚・川岸・波淵・十四
軒・本仲・下宿の 6部落を追加対象とし， 24年度以
降は全部落全住民を対象とする様に計画，実施し
た。 
B. 検診時期
昭和 22年より昭和 31年に至る 10カ年間で毎年
淋巴管炎等の加わったものを強陽性(叶〉とした。
一 2) BCG接種
「ツJ反応(ー〉及び(+)の者には年令を問はず
すべて BCGを接種する様に極力努力した。ワグチ
yは昭和 22年及び 23年度は結核予防会結核研究所
製液体ワクチンを， 昭和 24年度以降は同所製乾燥
ワクチンを使用した。接種量は 0.1cc (0.04 mg) 
で，左上外出¥J皮内に正確に注射した。
3) X線官接撮影
「ツj反応疑陽性並びに陽性者にはすべて X線開
接撮影を実施したが，陰性者に対しでも極力実施す
る様に努めた。叉間接フィルムは孔あり 35mmを
使用し，その読影は 2~3 人の熟練した医師が行 
い，なるべく見逃しのない様kこ努めた。
4) 精密検査
X線明接撮影の結果，有所見者に対しては問診・
理学的検査・赤沈 .X線直接撮影，要すれば曙疾の
結核菌検査等を併せ実施した。なおその結果一度有
所見者となった煮に就ては毎年その経過追求に努力
した。
5) rツj反応の経過分類 
「ツj反応はその経過をみるべく， 極力毎年施行
する様に努力したが， その経過は(一〉・(+)→ 
7月中旬より 8月にかけて実施した。(+)・(十十〉・(-H十〉を陽転， (十〉・(十十〉・(-H十〉→ 
c. 検診方法
検診は概ね現行の結核集団検診の方法く7)に準拠し
て行った。 
1) rツj反応
「ツJ液は伝染病研究所製i日「ツj原液を 0.5%石
;炭酸加生理的食塩水で、 2，000f告に稀釈せるものを用
い，注射筒はその 0.1ccを 0.02ccまでEしく読める
所謂「ツj注射筒を使用し，之に所謂「ツJ注射針 
(1/4針〕を接合し，筒と針との接合部はノミラフイン
にて固定， r 夜の漏出のない完全なものを使用ツJ1
した。 rツj反応施行部位は左前陣内側で，その際
反復注射の影響く8)叩く10)を顧慮し，毎年一定部{立を 
選定，なるべく同一部位をさける様につとめ， rツJ
液 0.1ccを正確に皮内に注射した。叉判定方法は結 
核予防会正式記載法(7)により 48時間後に測定，発
赤の長短径の算術平均 4mm以下を陰性(一)， 5~ 
(一〉・(土〉を陰転， (一〉又は(+)→(一〉又は
〔土);(十〉→(十);(十十〉→(十り;(十件〉→(十社〉
を不安， (十十〉一歩(十社);(十〉→(十卜〉・(十件〉を増
強， c廿ト〉 → (十十〉 ・く十〉・ (土〉 ・(一); (十十〉 → 
(十〕・(土〉・(一);(+)→(土〕・(一〕を、減弱(陰
転を含む〉とした。
6) 病型並びに X線(直接撮影による〕経過分類
精官検査の結果，結核性有所見者と認められた者 
は岡氏病型日1)により分類し， 1型(初期結核症 .IT
型 G番種状結核症). JIT型〔肺炎型結核症〉・ N 型
ぐ浸潤型結核症〕・ V型(限局巣状〔結節性〕結核症〉・
VI型〔硬化性結-核症). VIl型(混合型結核症〉・
，碩A型(肋膜炎〔蓄水J)を有病者，その他の I →
X型(初期結核症より石灰沈着への移行型〉・珊B
型(肋膜炎治癒).IX型(臓器偏位〉・ x型(石灰
沈着).xl型(加療斐型〉を治癒型所見者とした。 
9mmを疑陽性(+)， 10mm.!j、上を陽性とし， な・叉その X線経過は結核予防会判定基準(12)に準拠し，
お陽性を発赤のみで硬結の触知できないもの又は出 不安;軽快工 .II.JIT度;増悪I・II度及び死亡
来ても明確でないものを弱陽性(+)，発赤と共に硬 とに分類した。
結を明確に蝕知測定出来るものを中等度陽性(什)，
更に発赤・硬結の他に二重発赤・出血・壊死・水泡・
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表1. 年度別検診成績
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検診対象数 3，5661旦761111，928)11，8幻)1l，叫 M2111，叫口，州日，叫 10，叫05，083 
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有所見者数 1 日51! 九141 37 ! 59 981 1051 124¥ 188 109 ) 3891 1，234 
(有所里竺 (2引く2めい1叫(l州三丸三盟三子I(5叫 (3.1)己竺ι?
有病者数| 料 利 181 刈 35 i 刈 331 531 叫 1叫 415
(有病率〉 l(1叫(1叫 (0叫 (0叫(l叫 (0引 (0州(1.5) I (1川 (2叫(1.1) 
ち 1年後「ツJ反応を観察し得た BCG非接種既陽
HI.成績 
性者 1，052名中陰転をみた者は 30名 2.9%，1年後
A. 検診の概要に就て(表。 !塗転せず連続 2年後まで「ツJ反応を観察し得た
二本検診の各年度別検診成績は表 1に示した。各年 864名中 2年後陰転をみた者は 21名 2.4%で， 1年

度に於ける検診受検率は最低昭和 27年度の 27.6%， 後の検査人員が陰転者以外には減少しなかったもの

最高は昭和 31年度の 64.8%で，平均36.2%であっ と仮定して理論的に計算した 2年後の累積陰転率は

た。その「ツJ陽性率をみるに検診初年度42.0%， 5.2%となる。同様にして 3年後の陰転率は 3.7%

検診長終年度yこは 73.1%と甚だしぐ上昇を示し，叉 (累積 8.7%)，4年後 3.6%(累積 12.0%)，5年後 

句 BCG接種率は昭和 24年度に於てのみ BCG製造の 3.0% (累積 14.6%)，6年後 3.4% (累積 17.5%)，
、一時中止された事情により 48.2%であったが，その 7年後 5.4%(累積 22.0%)，8年後 3.1%(累積 24.4
他の年度に於ては 75.9~93.6% で，平均 83.6% の高 %)， 9年後 2.5%(累積 26.3%)であった。之を性
率に BCG接種を胞行した。有所見率は検診初年度 別にみるに，男は 1年後陰転率 2.6%，.2年後 2.2係 
2.9%，最終年度には 5.6%で，その有病率 (1 • II・ (累積 4.7%)，3年後 3.5%(累積 8.0%)，4年後 2.8 
m.rv・V.VI.VlI.四A型〕は検診初年度1.3%， % (累積 10.6%)，5年後 3.0%(累積 13.3%)，6年
最終年度2.0%であった。 後 3.5%(累積 16.3%)，7年後4.5%(累積20.1%)，
なお 10カ年に亘った本検診の実受検人員は 10，764 . 8年後 2.1%(累積 21.8%)， 9年後0% (累積 21.8

名であった。その中初検診後5年以i二の比較的長期 %)で，、女は 1年後 3.0%，'2年後 2.6% (累積 5.5

聞に豆り，その「ツj反応の経過を観察し得た者は %)， 3年後.3.9%(累積 9.2%)，4年後4.2%(累積
 
5，915名で， 著者は之を長期観察者とした。而して 13.0%)，5年後 2.9% (累積 15.5%)，6年後 3.4%

その内訳は BCG非接種既陽性者 1，673名，自然陽 (累積 18.4%)， 7年後 6.0%(累積23.3%)，8年後 

転者 89名， BCG接種を行わずそのま L陰性に終 3.6% (累積 26.1%)，9年後4.0%く累積 29.1%)で

始した者 54名， BCG接種者 4，099名であった。 あった。次に之を初検診時「ツJ反応度別にみるに，
 
B. BCG非接種者に於ける「ツ」アレルギーに 初検診時(十tt)を呈した者からの陰転率は 1年後0
就て %， 2年後0.5%，3年後 2.3%(累積 2.8%)，4年 
1) 翫陽性者に於ける陰転に就て 後1.5%(累積4.3%)， 5年後1.1%(累積 5.4%)，
的経過年数よりみた陰転率(表 2，3) 6年後 2.9% (累積 8.1%)， 7年後1.3% (累積 9.3 
BCG非接種既陽性者にして初検診以後連続して %)， 8年後 3.0%(累積 12.0%)， 9年後4.8%(累
毎年「ツj反応を受検した者に就き，経過年数別 積 16.0%)であった。(十十〉を呈した者からの陰転

にその陰転率をみるに，表2に示す如くである。即 率は 1年後 3.4%， 2年後 2.7%(累積6.0%)， 3年

誌
-1142- 千 学 会 奈佐 第 34巻
表 2. 既陽性者に於ける経過年数別陰転率(性別・初j検診時「ツ J反応度J.l1J) 
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宇佐一 (ζ:LI27主主{忌ト33(嘉忘却(古品会!誤lAl2; 
医
--72一一三75子JAZ喜子EZZJizl走法Jli22I£ぷ
葉
9年後
持累積%を示すο
表中の数字は分骨が検査人員，分子はそれよりの陰転者数を示す，以下の表に就ても同じ。
表 3. 既陽」性者に於ける経過年数別陰転率(初検診時年令別〉
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3年後 1-8-11P ←乞 J・51 そ 1211- 2L11生51j」主七一勾ー リこそ
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.48 0 i 0 3 5.5 0 i 0 12 I 31.1:.0，竺_1~_6_:_~I'L__I6年後 1 11109125.8 49 14.3 55 15玄 70-: -7~9 55- 22.4 I -10 I 語万 i否認 117K1 
5 : 6.1 0 0 3 7.0 I 3 6.0 1 2.2 i 2 I20.0 I 14 [ 5.4
7年後一一一一一 J 一 一一 I~ ーー 1一一 l--i--i--i--i←82 ! 30.3 30. 14.3 43 21.2 50 13.4 46 24.1 i 10 ! 34.4'I 261 I 22.0 
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9年後一 一一一 一一!一一 一一←一一 一一一一ー-15 ; 34.3 1 7 I 14.3 i 6 l 21.2 6: 27.8 3 I 24.1 3 34.4 ; 40 26.3， ， 
後 2.7%(累積 8.5%)，4年後 3.5%(累積 11.7%)， 6年後 8.7%(累積 41.4%)， 7年後 24.2% (累積 
5年後 3.7%(累積 15.0%)，6年後 2.1%(累積 16.8 55.6%)， 8年後 10.5%(累積 60.3%)， 9年後 0%
%)， 7年後 5.6%(累積 21.5%)， 8年後 0%(累積 く累積 60.3%)を示した。
21.5%)，9年後 0%(累積 21.5%)を示し， C+)を 叉初検診時年令別にみるに，表 3Vこ示す如く，初
呈した者からの陰転率は 1年後 9.2%， 2年後 7.3% 検診時 0~9才のものの 1 年後の陰転率は 6.3% 9 
て累積 13.9%)， 3年後 9.4%(累積 22.0%)， 4年後 年後の累積陰転率 34.3%，同様にして 10~ 19才の
10.5%く累積 30.2%)， 5年後 8.0予告く累積 35.8%)， もの 1年後1.8% 9年後累積 14.3%， 20 --29才 1
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年後 2.9% 9年後累積21.2%， 30 --39才 1年後 o 
% 9年後累積 27.8%，40 --49才 1年後 3.5% 9年
後累積 24.1%， 50才以上 1年後 2.4% 9年後累積 
34.4%の陰転率を示した。 
b) 長期に豆り観察し得た既陽性者に於ける陰転
者数(表 4)
前記 5年以上の比較的長期間に豆り「ツj反応の
経過を観察し得た BCG非接種既陽性者 1，673名中，
その観察期間中に少〈とも「ツJ反応を 3回以上受 
検した者は 1，610名であった。この 1，610名中観察
期間内に陰転をみた者は 127名 7.9%で，之を性別.
初検診時年令別・「ツJ反応度別に比較するに，表4
に示す如くである。性別にみるに，男は 722名中陰 
転をみた者 46名 6.4%，女は 888名中陰転者 81名
9.1%であった。初検診時年令別にみるに， 0~9 才
のもの 216名中陰転者 47名 21.8%，10.... 19才 228
名中 9名 3.9%，20""' 29才 327名中 16名 4.9%，30 
--39才 357名中 16名 4.5%，40.... 49才 285名中 
24 名 8.4~合. 50才以上 197名中 15名 7.6%であっ
た。之を叉初検診時「ツj反応度別にみるに，初]検
診時 C十i十〉を呈Lた者 820名中陰転者は 26名 3.2%，
く+十〉を呈した者 489名中 37名 7.6%，(十〉を呈し
た者 301名中 64名 21.2%であった。 
c) 観察期間別並びに「ツj反応受検回数別陰転 
者数(表 5)
前記長期に亘り観察し得た既陽性者 1，610名から
の陰転者 127名に就て， rツJ反応経過観察期間別
並びに「ツj反応受検問数別にみるに，表5に示す
如くである，観察期間 5年のもの 200名中陰転者 17
名 8.5%で之を.rツJ反応受検回数別にみるに， 受
検回数 3....4回のもの 103名中陰転者6名 5.9%，5 
---6同の者 97名中 11名 11.3%であった。同様に
して観察期間6年の者からは 9.2%，rツJ反応受検
回数別には 3，-， 4回の者から 4.3%，5 --6回の者か
ら17.9%に陰転者が認められ，観察期間 7年の者か
7._. 8，3.6%囲6--.5 ，4.7%回45.3%(3 --らは 
回 13.0%)，観察期間8年の者からは 11.1%(3 --4 
囲5.4%， 5._. 6回 11.6%，7 ~8回 20.4%)，観察期
問9年の者からは 5.6% (3~4 回 2.0% ， 5 --6回
8.4%， 7.... 8回 10.4%， 9 ~ 10回 9.1%)，観察期間 
10年の者からは 7.6% (3._. 4回 3.8%. 5 --6回 
12.0%，7._. 8回 9.1%，9 ~ 10年 16.7%)に陰転者
が認められた。 
d) 陰転者に於ける陰転時乃至その前後の胸部X
線所見(表 6)
前記長期に亘り観察し得た既陽性者 1，610名中の
表 4. 長期に亘り観察し得た既陽性者に於ける陰転者数
性別 女
ててて刃騒諺蒔「すJ
初検¥¥¥反応度
診時年令~------------
。~9 
50--
総計
-1144ー 千葉医学会雑誌、 第 34巻
表 5. 既陽性者に於ける観察期間別並びに「ツ」反応受検回数別陰転者数
竺竺坦F1i?? (f子 7年 し竺一一_1_9竺_1_1竺ー iIT
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表 6.
陰転者 127名に就て，その陰転時乃至その 1年前後
に於ける胸部X線所見をみるに表 6に示す如くであ
る。即ちこの 127名中陰転時乃至その 1年前後に於
てX線官接撮影上所見の認められなかった者は 93
名 73.3%，X線直接撮影上所見の認められなかった
者 14名 11.0%，所見の認められた者 18名 14.2%で
あった。，而して所見の認められた 18名の病型をみ
るに，四 B型 2名・ X型 16名であった。尚 X線司
接撮影も実施せず所見の不明で、あった者~士、 2 名1.6 
Fるであった。 
e) 陰転者の初j検診時及び陰転時「ツj反応度と
胸剖r線所見(表 7)
前記長期に亘り観察し得た既陽性者 1，610名r!:1の
陰訳者 127名に就て，その初検診時「ツj反応度と
陰転時「ツj反応度との関係をみるに，表 7に示す
如く，初検診時(1+十〕を呈した者 26 名中(十件)~
(+) 17名・(朴〕→(一) 9名， (件〕を呈した者 37
名中(-!十〉→(土)19名・(+十〉ー->-(一)18名， C+)を 
呈した者 64名中(十〉→(土)33名・(+)→(一)31 
名で，即ち〈十件)(十十〉く十〉→(土)69名，(廿十)(+十) 
(十〉→(ー )58名で、あった。次に前記 127名中陰転
時乃至その 1年前後に X線所見の認められた 18名
名中(十件〉10十〉を呈した者t(十に就て調査するに， 
→(土) 6名・(掛〉→くー) 4名， c廿〉を呈した者
間接撮影
実施せず
表 7. 陰転者の初検診時及び陰転時
「ツJ反応度と X線所見
宅五展三彦j蒔-，陰転時:~X線所IliIß-;;l --'-r

「γJ IrγJ i陰~"見|主;(IX型|計

反応度 fβ志度i転者数~\出| | 

(叶〉一一→(:t)117 I 1 1 1 5 1 6 
(俳〉一一→〔一川 9I 0j4) 4 
(的一一→(土)119 1 1 0 I 
ω一一→(一)¥1~ 1371 1I 31 41 6 
(十〉一一→(土)¥33 I 
，i64 I '1 2 1: 
(十〉一ーベー))31 I I 0 I 0 i 0 I 

(同(朴X+)→(土)I69 [ I 1 I 9 

dj〈44二〈二)'1~8 j127 j 1 7jJ~ ， j 

。名， 即ち(十件)(十十)(+)→c+)10名， c十t十)(十十〉 
(十〉→(ー ) 8名で、あった。
陽性強度の変動(表j生者に於ける「ツ'1蹴陽2) 
8) 
BCG弓E接種既陽性者にして初検診時以後連続し
て「ツj反応を受検した者に就て， rツJ陽性を持
続した期苛I~~こ於ける「ツJ 陽性強度の安動をみる
に表 8に示す如くである。初検診時(十件〉を呈し 1
年後観察し得た 527名に就てその斐動をみるに， 
，18.4%名97(十件〉→(十十)，76.1%名401十〕→(-Ht)i(十 (+)名，4名・(十十〉→(一)2(十十〉→(土)名中6
を呈した者 2名中(十〉→(土) 2名・(十〉→(一) (制〉→(十)29名 5.5%，同様にして(#-)の 308名
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中 (十十〉→(十件) 101 名 32.8%， C十+)→C+十) 140名 
45.5%， C十十〉→C+)67名 21.7%，C十) 187名中
(十〉→(叶)46名 24.6%，C+)→C+十)49名 26.2%，
く十〉→C+)92名 49.2%であった。.L;-f下表に示す
如き経過を示し， 9年後の成績をみるに，事j検診
時(掛〉を呈した 20名中 C+件〕→(刊十) 9名 45.0%・ 
C+t十〉→C+十) 7名 35.0予告・(十件〉→C+)4名 20.0%，
(十十〉 を呈した 13名中 (十十〕→(掛) 3名 23.1%，
(十十〉→(十十) 5名 38.5% ~-c十十〉→(十) 5名 38.5%，
(十〉を呈した 6名中 C+)→(十十卜).2名.33.3%・C+) 
→(++) 2名 33.3%・C+)→(十)2名 33.3%であっ
た。 
3) 自然陽転者に於ける「ツ」アレルギーに就て
(表 9)
前記比較的長期苛に豆り rYJ反応を観察し得た
5，915名中，経過観察中自然陽転と認められた者は
89名であった。この者は自然陽程前に何らかの特
殊な事情によって BCG接種からもれた者であり， 
その後の rY J反応の経過を詳細に追い得た者は少
なかったが，著者はこの自然陽転者 89名を対象と
じて，自然陽転と認められた年度の「ツj反応度と
結核性有所見率とを比較した。その成績は表 9に示
す如<，自然陽転者 89名中の有所見者は8名 9.0%
で， その中陽転時(冊〉を呈した 30名中の有所見
者は 5名 16.7%，C+十〉を呈した 28名中の有所見者
計 
表 9. 自然陽転者の陽転時「ツJ反応度と有所見率 
τTZF五査人員|有所見者数l有所竺
(特) 30r 
(十t) 28 

(十) 31 

89 
16.7% 
7.2% 
3.2~合
9.0%8 
は2名 7.2%，C+)を呈した 31名中の有所見者は 1
名 3.2%であった。 
C. BCG接種者に於ける「ツj アレルギーに就
て 
1) ワクチンの種別による BCG接種後陽転率
(表 10)
木検診に於て使用した BCGワクチンは前述した 
如く年度によって異り， 昭和 22，23の両年度に於 
ては液体ワグチジ(以下「液ワク jと略〉が，昭和
24年度以降に於ては乾燥ワグチ Y く以下「乾ワグ j
と略〉が使用された。この両者による接種成績を学
童を対象として初J回 BCG接種 1年後の「ツJ反応
陽性率を以て比較した。なおワグチン接種量はすべ
て0.04m_gであったσ その成績-は表 10に示す如し
液ワクが初めて接種された学童に就てみるに接種
時期が昭和 22年 7月であった。昭和 22年小学校入
学児童 214名中の 1年後のrY J陽性者は 81名 37.8 
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表 10. 乾ワグ・液ワグ別 BCG接種 1年後の「ツ j反応成績
ワクチンの i 
! 入学年度
種類 i 
l昭和 22年(

液体ワクチン(日目和 23年

(計 j
|昭和 24年!
乾燥ワクチン|昭和 25年|
!計|
%でその「ツJ反応度は(+) 61名 28.5%，く4十〉 
13名 6.1%，C排) 7名 3.3%，叉接種時期が昭和 23
年 7月であった昭和 23年入学児童 144名中の 1年
後の f:YJ陽性者は 74名 51.4%で，その中 (+).63
名 43.8%，(件) 6名 4.2%，(十社) 5名 3.5%であっ
た。之を平均してみるに，液ワク接種 1年後の「ツJ
陽転率は 43.3%で，その「ツJ反応度は(十)34.6 
%・c+十)5.3%・(叶)3.4%であった。次に初回接
種に乾ワクが使用された学童に就てみるに，接種時
期が昭和 24年 7月であった昭和 24年入学児童 92
名中の 1年後の「ツJ陽性者は 64名 69.6%で，
(十)36名 39.1%，C件)25名 27.2%，(叶) 3名 3.3
%，叉接種時期が昭和 25年 7月であった昭和 25年
入学児童 100名中の 1年後の「ツJ陽性者は 30名 
30.0% で， (十)24名 24.0%，(件) 5名 5.0%，(十件〉 
1名 1.09るであった。之を平均してみるに，乾ワク
接種 1年後の fγj陽転率は 49.0%で，その fツj
反応度は(+)31.2%・(十十)15.7%・(十件)2.1%で
あった。 
2) BCG初回接種後「ツjアレルギーに就て
め BCG初間接種 1年後の陽転率(表 11)
本検診 10カ年を通じ， BCG初回接種 1年後の
「ヅj反応を追求し得た 3，743名を対象として BCG
祝:回接種 1年後の陽転率をみるに，表 11に示す如
く， この 3，743名中 1年後陽転し(叶〉を呈した者 
205名 5.5%，(-H-)を呈した者 640名 17.1%，(+) 
を呈した者 1，130名 30.2%，計 1，975名 52.8%であ
った。之を性別にみるに，男は 1，679名中 1年後 
(lt十〉を呈した者 65名 3.9%，(十十) 261名 15.5%，
(十) 430名 25.6%，計 756名 45.0%が陽転し，女
は 2，064名中 1年後(+1十)140名 6.8%，く+十)379名 
18.4%， (+) 700名 33.8%，計 1，219名 59.0%が陽
転を示した。次に接種時年令別にみるに， 0~9 才
では男 38.6%，女 53.0%，平均 45.9%の陽転率を示 
L，fツJ反応度別には男女平均(叶)3.1%・(+十〉 
14.0%・(十)28.8% で、あった。同様にして 10~ 19 
才では男 59.8%・女 72.0%・平均 66.7%C C十件)7.4 
%， (十十) 24.4%， C+) 34.9%)，20 ~ 29才では男 
66.3%，女 66.9%，平均 66.6%(C叶)8.0%・(十十〉 
22.9%，(十)35.7%)，30~ 39才では男 67.8%，女 
64.8%，平均 65.3%(C叶) 15.8%， (十十) 18.5%， 
Gう 31.0%)，40 ~49才では男 73.7%，女 64.6%，
平均 67.5% ((+It)14.1%，C廿)29.2%，C+) 24.2 
%)， 50才以上では男 79.2%，女 68.3%，平均 72.4% 
(C十件)24.6%， (十十)21.6%，.C十)26.2%)であっ
た。 
b) BCG初回接種 1年後陽転者のその後の陰転
状況(表 12，表 13) 
BCG初回接種 1年後陽転した者でその後毎年連
続その f:YJ反応経過を追し、得た者に就て，その後
の陰転状況をみるに，表 12~;;示す如く， BCG初回
接種 1年後陽転し更に陽転 1年後即ち接種 2年後
「ツJ反応の判明せる 1，815名中陽転 1年後陰転を.
みた者は 378名 20.8%であった。陽転 1年後陰転
せず，陽転 2年後連続「ツ j反応を観察し得た 1，280
名中 2年後l塗転をみた者は 252名 19.7%で， B. 1) 
a)に於けると同様に計算した 2年後の累積陰転率
は 36.4%となる。同様にして陽転 3年後の陰転率
は20.4%(累積 49.4%)， 4年後 17.1% C累積 58.1
%)， 5年後 20.8% C累積 66.8%)， 6年後 19.6%
(累積 73.3%)，7年後 13.0%(累積 76.8%)，8年後 
7.8%累積 (78.6%)で、あった。之を陽転時[ヅJ反
応度別にみるに，陽転時(+1十〉を呈した者からは 1
年後 4.8%，2年後 6.2% C累積 10.7%)，3年後 7.2%
(累積 17.1%)， 4年後 5.8%(累積 21.9%)， 5年後 
20.5% C累積 37.9%)，6年後 6.1%(累積 41.7%)，
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表 11. BCG初回接種 1年後の「ツJ反応成績
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12. 表 BCG 初回接種 1 年後陽転者のその後の陰転状況(性別・陽転時r~J反応度別〉
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7年後 4.9%(累積 4.6%)，8年後 0%(累積 4.6積 6.5%)，7年後 2l.9% 73.8%)，8年後 16.7(累積
%C 78.1%)を示し， (+)を呈した者からの陰%)の陰転率を示し， (十十〉を呈した者からの陰転
率は1年後1.7% 2.2%)
累積
転率は1年後29.0%2年後， 49.5%)，，2年後 1.9%(累積 ，3 28.9%(累積 
年後 19.%く累積 37.%)，4年後 16.1%(累積 47.3年後 25.1%(累積 67.2%)，4年後 2.2%(累積 
%)， ， (累積5年後 15.6%(累積 5.9%)6年後 24.1%(累 74.5%)，5年後 25.8% 80.1%)，6年後 2l.1% 
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(累積 84.3%)， 7年後 9.4%(累積 85.8%)， 8年後 BCG初回接種 1年後 1Y J反応陰性のため， ひ
3.7% (累積 86.3%)で、あった。次に之を性別にみ き続き連続2回 BCGを接種した場合，更にひき続
るに，男に於ては陽転 1年後 23.2%，8年後累積 き1年後陰性のため連続 3回 BCGを接種した場
80.1%，女に於ては 1年後 19.4%， 8年後累積 77.5 合，同様にして連続 4回， 5回と BCGを反復接種
%の陰転率を示した。 した場合に於ける反復接種 1年後の陽転率をみる
而して BCG接種時年令別に陰転状況をみるに， に，表 14に示す如〈である。即ち前述した BCG初
表 13 に示す如く，接種時 0~9才の者に於ては陽 回接種者 3，743名中 1年後陰性のため， 更にひき続
転 1年後23.5%， 8年後累積 85.0%の陰転率を示 き連読2回 BCGを接種し， その連続接種 1年後
し，同様にして 10 ~ 19才では 1年後 16.4%， 8平 「ツJ反応の判明せる 1，406名中， (十〉を呈した者 
後累積 71.6%， 20 ~ 29才では 1年後 18.2%， 8年 541名 38.4%， (十十)222名 15.8%，(什十)48名 3.4%
後累積 72.6%， 30 ~ 39才では 1年後 24.1%，8年 で，計 811名 57.6%が 1年後陽転した。次に連続 2
後累積 54.8%， 40 ~49才では 1年後 10.1%，8年 回接種 1年後尚陽転せず，更にひき続き連続 3回接
後累積 56.3%， 50才t.(、とでは 1年後 7.7%，8年後 種しその 1年後の「ツ「反応の判明せる 482名に就
累積 22.3%の陰転率を示したの てみるに， 1年後(十〉を呈した者 163名 33.9%，
3) BCG反復接種後「ツjアレルギーに就て (件)79名 16.4%，(十1+)18名 3.7%，計 260名 54.0
a) BCG反復接種 1年後の陽転率(表 14) %が陽転を示した。同様にして連続 4回接種した
表 14. BCG反復接種 1年後の「ツ J反応成績 
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場合， 169名中 1年後(十) 54名 31.9%，C+十) 24 
名 14.2%(叶) 3名1.8%，計 81名 47.9%が，更に
連続5回接種した場合， 84名中 1年後(+) 25名 
29.8%，く+十) 8名 9.5%，(十社) 1名 1. 2%， 計 34名 
40.5%が陽転した。之を性別にみるに，男(初回接
種後 45.0%)は連続2回接種後 51.5%，連続 3回接
種後 50.8%，連続 4間接種後 46.8%，連続 5回接種
後 43.4%，女(初回接種後 59.0%)，は連続 2回接種
後 64.7%，連続 3回接種後 58.6%，連続 4回接種後 
50.0%，連続 5 回接種後 35.5~告の陽転率を示した。 
b) BCG反復接種 1年後陽転者のその後の陰転
状況(表 15)
前述した如き BCG反復接種施行 1年後に陽転を
みた者で，その後毎年連続してその「ツJ反応経過
を追い得た者に就て，その後の陰転状況を陽転前の 
BCG反復接種回数別にみるに表 15に示す如くで
ある。尚表中には理解の便のため初間接種後の場合
も併記した。之をみるに，連続2回接種後陽転者で
はその 695名中 233名 33.6%が1年後陰転を示し， 
2年後では 372名中 93名 25.0%(累積 50.2%)，3 
年後 251名中 62名 24.7%(累積 62.5%)，4年後 143
名中 22名 15.4%(累積 68.3%)， 5年後 93名中 34
名 36.6%(累積 79.9%)，6年後 34名中 8名 23.5%
0%名0名中17年後7)，84.6%(累積 84.6(累積 
%)， 8年後 3名中 0名 0%(累積 84.6%)が陰転を
示した。同様にして連続 3回接種後陽転者では 1年
後 193名中 70名36.2%，2年後 102名中 35名 34.3
%(累積 58.1%)， 3年後 55名中 7名 12.7%(累積 
63.4%)， 4年後 30名中 5名 16.7%C累積 69.5%)， 
5年後 10名中 4名 40.0%(累積 81.7%)， 6年後 5
名中 2名 40.0%(累積 89.0%)， 7年後2名中 0名 
0% (累積 89.0%)，連続 4回接種後陽転者では 1年
後 64名中 24名 37.5%，2年後 30名中 12名 40.0%
(累積 62.5%)，3年後 12名中 4名 33.3%(累積 75.0
%)， 4年後 3名中 1名 33.3%(累積 83.3%)，5年
後 1名中 1名 100.0%(累積 100.0%)，連続 5回接
種後陽転者では 1 年後 24 名中 7 名 29.2~ふ 2 年後 6
名中 3名 50.0%.(累積 64.6%)， 3年後 2名中 1名 
50.0% (累積 82.3%)， 4年後 1名中 0名 0%(累積 
82.3%)が陰転した。
4) 所謂 BCG難陽転者に就て
a) 性別・年令別にみた難陽転者出現頻度(表 
16) 
頻回に BCGを接種してもなかなか陽転し難い
者，即ち所謂 BCG難陽転者が如何なる頻度に出現
するものであるか， 5年以上の比較的長期間に豆り，
「ツJ反応の経過を観察得した BCG接種者をその接
種頻度より難陽転者・易陽転者に分類し，その出現
頻度に就て検討した。対象は BCG接種者で而も観
察期間 5~7年間に「ツj 反応を 4 回以上受検した
者， 及び観察期間 8~10年間に[ツ J 反応を 6 回
以上受検した者(但し観察期間内に「ツj反応陰性
なるも BCGを接種しなかった場合は受検回数に算
定せず) 3，346名で， その中観察期間 5.._..7年の者
では 4回以上， 観察期間 8~10年の者では 6 回以
上の頻固に亘って BCG接種を行った者を難陽転者 
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表 15. BCG反復接種 1年後陽転者のその後の陰転状況
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表 16. 性別・年令別難陽転者数
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とし，その他を易陽転者とみなした。而して難陽転 名 .x型 2名で、あった。之を性別にみるに，男では
者の出現頻度を性別・初検診時年令別にみるに，表 易陽転者から1.2%，難陽転者から 0%，女では易陽 
16に示す如くである。即ち前記長期に豆り観察し 転者から1.4%，難陽転者から 0.96%に有所見者が
得た BCG接種者 3，346名中難陽転者と認められた 見出された。
者は 696名 20.8%で，その中男は 1，516名中 382名 D. 肺結核有所見者に於ける fツjアレルギーに 
25.2%，女は 1，830名中 314名 17.2%であった。初 就て
検診時年令別には 0~9才の者に於ては BCG 接種 1) 病巣発見時に於ける病型別「ツj反応度(表
者 2，310名中難陽転者と認められた者は 543名 23.4 18) 
%で，その中男は 1，153名中 322名 27.8%，女は 木検診実受検者 10，764名中，胸部 X線上結核性 
1 ， 157 名中 221 名 19.1%，同様にして 10~19才では 所見の認められた者は 621名で、あったが，之ら 621 
反応度は，表J/'r名の病巣発見時に於ける病型別~20，8%)1.1・女19.1%(男14.8%名86名中580
29才では 165名中 20名 12.1%(男 12.3%，女 12.0 18に示す如くである。即ち(惜〉を呈した者 273名
%)， 30~39 才では 153 名中 30 名 19.6% (男 26:3 44.0%，(+十〉を呈した者 193名 31.1%，(十〉を呈
%・女 18.7%)，40 ~ 49才では 97名中 12名 12.4% した者 96名 15.4%，陽性なるもその強度不詳なる
(男 3.1%・女 16.9%)， 50才以上では 41名中 5名 者 44名 7.1%，(+)を呈した者 7名1.1%，(一〉を 
反応陽性J/'r名中の621で，3%名1.8呈した者に難陽転者が認めら14.8%)・女7.1%(男12.2% 
れた。 者は 606名 97.6%であった。之を病型別にみるに， 
b) 難陽転者と有所見率(表 17) I型 9名中と十件) 5名 55.6%・(+十) 3名 33.3%・
前記長期に豆り観察し得た BCG接種者 3，346名 (十) 1名 11.1%，1→X型 17名中(掛)10名 58.8
中の易陽転者及び難陽転者に就て，夫々の肺結核有 %・(十十) 6名 35.3%・(+) 1名 5.9%で， n型 1
所見率をみるに表 17に示す如くである。即ち易陽 名は(一〉を呈し，この者は病巣発見後間もなく結
転者 2，650名からは 35名1.3%，難陽転者 696名か 核性脳膜炎で死亡した。 E型は 1名もなく ，IV型で
らは 3名 0.43%に有所見者が見出され， この難陽 は78名中(朴) 34名 43.6%・(-tt) 31名 39.7%・
転者から見出された有所見者 3名の病型は工型 1 (+) 7名 9.0%・陽性なるもその強度不詳なる者6 
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V型 20名中 C-tt)10名 50.0%・(十十) 6 る，7.79名 
名 30.0%・(十) 2名 10.0%・陽性なるも強度不詳 1.1%・(ー ) 2名 2.2%，IX型では 9名中(叶)"2名

なる者 2名 10.0%，VI型 71名中(俳)27名 38.0%・ 22.2%・(朴)'7名 77.8%，X型では 289名中(十件〉

(十十)20名 28.2%・(+)18名 25.4%・陽性なるも 134名 46.4%・(什) 75名 25.9%・(十) 50名 17.3

強度不詳なる者 6名 8.4%，刊型 32名中(-ttt) 11 %・陽性なるも強度不詳なる者 19 名 6.6~合・(土〉

名 34.4%・(+t)12名 37.5%・(十)5名 15.6%・陽 6名 2.1%・(ー ) 5名1.7%，XI型では 5名中(叫〉
 
性なるも強度不詳なる者 4名 12.5%であった。次 2名 40.0%・陽性なるも強度不詳なる者 3名 60.0%

に咽型 90名中 2名はVlIIA型，他はすべて珊 B型 で、あった。
 
であったが， この 90名中(十件)38名 42.2%・(+ト〉 2) X線経過と fツj反応の経過(表 19)

33名(中 2名VllIA型)36.7%・(+Y12名 13.3%・ 前記有所見者 621名に於て，少くとも 1年以上に

陽性なるも強度不詳なる者 4名 4.5%・(+) 1名
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豆りその X線経過が自然放置のま主観察された者
は372名で， この中病巣発見時「ツJ反応度と X 
線経過を判定し得た年度(但し全経過を通じ不安の
ものはその最終時を判定時とした〉の i;1J反応度
とが明かで「ツJ反応の経過と X線経過とを併せ
追求し得た者は 316名であった。この 316名に於け 
るX線経過と「ツ」反応経過との関係は表 19に示
した。尚「ツj反応の経過は病巣発見時と X線経 
過判定時との r;1J反応度を比較し，増強・不愛・
減弱(陰転を含む〉に分類した。之をみるに， X線
経過の軽快せる者 33名中「ツJ反応度不安 15名 
45.4%・増強 3名 9.1%・滅弱 15名 45.4%，X線経
呈した者からの陰転率は 8年後及び 9年後に於ては
0%であるが， その他は 2.1~5.6% で強陽性を呈し
た者より若干陰転率は高〈なる傾向を示し， 9年後
の累積陰転率も 21.5%で高L、。弱陽牲を呈した者
からの陰転率は 9年後 0%ではあるが， その他は
7.3 --24.2%を示して， 中等度陽性を呈した場合よ
り更にその陰転率は高まり， 9年後の累積陰転率は
60.3%で極めて高率である。叉初検診時年令別には
何れの年令層に於ても経過年数よりみれば大差は認、
められないが，布]検診時 0--9才の者の陰転率は O
~6.4%で他の年令層に比し若干高率を示してし、る。 
叉 9年後の累積陰転率をみるに， 0~9才の者 34.3
過不斐の者 262名中「ツ J反応度不安 150名 57.2%・ %， 50才以上 34.4%を示し，之らの年令層の者は
増強 35名 13.4%・減弱 77名 29.4%， X線経過増悪
せる者 21名中「ツj反応度不愛 11名 52.4%・増強
1名 4.8%・減弱 9名 42.8%であった。 
IV. 総括並びに考按 
り，Eカ年間に10年に至る31年より昭和22昭和
千葉県下五井町全住民約 12，000名を対象として毎
年結核集団検診を実施した。その平均受検率は 36.2
%で，実受検人員は 10，764名であった。著者は之
を対象として既陽性者に於ける「ツjアレルギーの
陰転及び安動・自然陽転者に於ける「ツJアレルギ 
ーと有所見率との関係・ BCG接種後「ツj アレノ]，.， 
ギーの推移・所謂 BCG難陽転者の問題及び有所見
者と「ツjアレルギーとの関係等につき検討した。
1) 既陽性者に於ける fツjアレルギーの隆転と
変動
的経過年数よりみた陰転率
BCG非接種既陽性者に就て経過年数別にその陰
転率をみるに， 1年後 2.9%，以後毎年 2.4--5.4% 
の陰転率を示し， 3--8年後には若干増加の傾向が
認められる。而して 9年後の累積陰転率は 26.3%と
なってしる。之を性別にみるに，男は 1--8年後ま
では毎年 2.4..;_4.5%の陰転率を示し， 9年後 0%と
なってはし、るが，各年の陰転率の間には大差は認め
られず，女に於ては毎年2.6--6.0%の陰転率を示
し，男同様経過年数別には各年の陰転率の間には大
差は認められないが，男に比し若干高い陰転率を示
し， 9年後の累積陰転率も男 21.8%に対し女29.1%
で女に柏、高い。初検診時[汀反応度別には強陽性
を呈した者からの陰転率は 1年後 0%，2年後 0.5
%，以後1.1--4.8%と年数の経過と共に増加の傾向
を示し， 9年後の累積陰転率 16.0%，中等度陽性を
他の年令層の 14.3~27.8% に比し若干高い傾向を示
す。 
b) 長期に亘り観察し得た既陽性者に於ける陰転
者数 
5年以上の比較的長期に豆り観察し得，しかもそ
の聞に少くとも 3回以上 r;1J反応を受検した既陽
性者 1，610名中の陰転者は 127名7.9%であったが，
之を性別にみるに男からは 6.4%，玄からは 9.1%が
陰転を示し，女に柏、多レ傾向が認められる。初検診
時年令別には 0~9 才 21.8%， 10--19才3.9%，20 
'-29才 4.9%，30--39才 4.5%，40--49才 8.4%，
50才以上 7.6%が陰転を示し，低年令層に著しく高
率に認められ， 40才以上の高年令層に於ても陰転者
が比較的多くみられてしる。之を叉初検診時「ツj 
反応度別にみるに，強陽性を呈した者 3.2%，中等度
陽性7.6%，弱陽性21.2%が陰転を示しており，強
陽性を呈した若からは極めて少<， f;1J反応度の 
弱し、者から多くの陰転者が出ている。
の観察期閣別並びに「ツj反応受検回数別陰転
者数
前記長期に豆り観察し得た既陽性者 1，610名から
の陰転者 127名を「ツj反応経過観察期間別並びに
「ツJ反応受検回数別にみるに， 5~10 年の各観察
期間別には 5.3 ~ 11.1%の陰転率が認められるがそ
の聞に大差は認められない。しかし乍ら何れの観察
期閣の者に於ても「ツJ反応受検回数が多くなる程
陰転者が多くみられてし、る。
の 陰転者に於ける陰転時乃至その前後の胸部X
線所見
前記陰転者 127名に就てその陰転時乃至その 1年
託後こ於ける胸部 X線所見をみるに， 間接撮影も
実殖しなかった 2名が存在したが， 胸部 X線直接
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撮影に於て結核性所見の認められた者は 18名 14.2 半数に満たなかった事は，既陽性者でもある場合に
%で，病型別には何れも l唖B型及び X型の治癒型 はか Lる斐動のために，一時的に陰転をみる場合の
所見者のみで、あった。 ある事が考えられる。一般に「ツj反応は「 γJ液
e) 陰転者の初検診時及び陰転時「ツj反応度と の力価・注射技術・判定方法及び生体の体況等によ
胸部X線所見 って斐動をみるものであり特に集団を対象とした場
前記陰転者 127名に就てその初検診時「ツj反応 合には「ツJ反応の検査条件は重要であり，その際
度と陰転時「ツJ反応度との関係をみるに，初検診 叉反復注射の影響巾(9川 O〉，遅発反応(18)(19)の存在等
時強陽性・中等度陽性及び弱陽性を呈した何れの群 も考慮、に入れなければならなし、。従って之らの諸条
に於ても陰性(疑陽性を除く〉に陰転した者即ち完 件を考慮、に入れて，正確に叉慎重に「ツj反応を施
全に陰転したとみなされ得る者は半数に満たない。 行した場合には， rツJ反応の斐動は減少し，陰転
次に前記 127名中陰転時乃至その前後に所見の認 者も亦更に減少するものと考えられる。
められた 18名に就てみても， 疑陽性に陰転した者 2) 自然陽転者に於ける「ツjアレルギー
が 10名 55:6%を占め，完全に陰転したとみなされ 自然陽転者 89名に就て，その陽転時「ツj反応
得る者は半数に満たなし、。 度別有所見率をみるに，強陽性者 30名中 5名 16.7
f)既陽性者に於ける「ツ J 陽性強度の~動 %， 中等度陽性者 28名中 2名 7.2%，弱陽性者 .31
既陽性者に於ける「ツJ陽性を持続した期間内の 名中 1名3.2%で，陽転時「ツj反応度の強い者に
「ツJ陽性強度の斐動をみるに，初検診時以後その 有所見率は高率である。
陽性強度の不安で、あった者は約半数で，その他は|場 既に千葉・所沢(20)，染谷(21)等は陽転時「ツj反
性強度の愛動を示している。之を初検診時「ツJ反 応強陽性者からの発病の極めて多い事を指摘してし、
応度別にみるに，初検診時強陽性を呈した者からは るが，著者の成績も亦同様である。
その後~動を示す者は若干少く，中等度陽性・弱陽 3) ワクチンの種別よりみた BCG接種後陽転率
性を呈した者からはその後愛動を示す者が梢々多 液ワグ及び乾ワクの両者の別による接種成績を学
い。 童を対象として初回 BCG接種 1年後の「ツj反応
既に「ツj陰転に関しては古く Hayek(13)，小林 陽性率を以て比較するに，液ワクの接種された昭和
〈14〉，その他の報告があり，極めて少し、と云われて 22及び 23の両年度の入学児童に於ては 1年後夫々
いるが，近年集団検診の普'及に伴ってこの様な陰転 37.8%・51.4%の陽転率を示し，弱陽性者は夫々
例の稀でない事が幾多報告される様になった。著者 28.5%・43.8%，中等度陽性者夫々 6.1%・4.2%，強
が昭和 31年より 32年に豆り協同研究者の一人とし 陽性者夫々 3.3%・3.5%を示し，この 2群の陽転率
て厳密な検査条件の下に，千葉県下加茂村で全住民 には若干の差があり 特に陽転時「ツJ反応度の弱w
約 3，300名(受検率約 97%)を対象として実施した い者に於て著し~、差が認められる。同様にして乾ワ
集団検診(15)(16)に於ては，既陽性者の 1年後に於け グの接種された昭和 24及び 25の両年度入学児童}こ
る「ツJ陰転率は 3.5%であり，叉厚生省実態調査 於て， 1年後の陽転率は夫々 69.6%・30.0%を示L，
成績(17)では 1年後の陰転率は 4.3%ーとなってし、る。 陽転率には大差があり，特に陽転時「ツj反応度の
従って集団を対象とした場合，この程度の陰転率は 弱し、者に著しい差が認められる。之を平均陽転率よ
存在するものであると考えられる。最近陰転に関し りみるならば，液ワク接種群 43.3%，乾ワク接種群
最も詳細な研究を遂げた重松ωは同ー集団の同一時 49.0%で，その陽転時「ツJ反応度も略同様の成績
期に於ける陰転率は陽転率とj話相関を示し，感染頻 を示し，ワクチンの種別によってその陽転率に特に
度の大小に従って陰転率が増減す。るとしているが， 差は認められなし、。じかしノドら乾ワグ接種群に低率
本検診に於てみられた陰転率が性別・年令別「ツj を示す年度の存在したことは， 結核予防審議会の
反応度別に多少の相違を示した事は，感染頻度の大 BCGに関する調査書似て昭 27)にみられる報告と
小のみならず，性・年令による生物学的特異性の差 ほど一致するものと考えられる。
異も関与したものと考えられる。一方著者の得た成 の BCG初間接種後「ツJアレルギー
績に於て，陰転を含め既陽性者の「ツJ反応にかな め BCG初回接種 1年後の陽転率
りの~動が認められ，且つ叉陰転者の陰転時「ツ j 木検診 10九竿を通じて得た BCG 15;J回接種者
反応度よりみて完全に陰転したとみなされ得る者が 3，743名の接種 1年後の陽転率をみるに， 1，975名
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52.8%が陽転を示し，接種時年令別には 0.-...9才 性別・年令耳目に差異を示した事は生物学的特異性並 
45.9%で低率であるが， 1O~， 19才 66.7%で著しし、 びに感染環境の差異が関与したものと思考する。叉
上昇を示し， 以後同様の陽転率を.示し乍ら 50才U、 BCG接種後陽転者が自然感染者と異なり比較的早
上に於ては 72.4%に達している。性別には男 45.0 期に叉高率に陰転する事は従来経験されている処で
%に対し女は，59.0%で，特に 0.-...9才及び 10.-...19 反応度のJ'/r反応度よりみてJあり，陽転時「ツ 
才に於て男に比し女が顕著に高率であるが， 20.-... 強い者程陰転する者の少い事は，接種 1年後の「ツJ 
29才に於ては男女略同率となり， 30才以上に於て 反応の強さが BCG接種後陽性者と自然感染者との
は逆に女に比し男が楕高率となってし、る。而して陽 鑑別上相当参考になり得る事を意味すると考えられ
転時「ツj反応度よりみれば，男女共 30才以降に る。しかし乍ら接種後強陽性者からの陰転も既陽性
於て「ツj反応度の強い者が多くなっている。 岩からのそれに比すれば尚高率の傾向が認められ，
め BCG初回接種 1年後陽転者のその後の陰転 叉 BCG接種の影響のみとは考えられないにして
状況 ・ も，接種後弱陽性者でも尚接種後8年に亘り陽性を 
BCG初回接種 1年後陽転者のその後の陰転状況 持続する者が若干認められる事等より考えるなら
をみるに， 1年後 20.8%， 2年後 19.7% C累積 36.4 ば，単なる一時限りの「ツ J反応の強さのみによっ
%う， 3年後 20.4%C累積 49.4%)， 4年後 17.1%C累 ては， BCG接種後陽性者と自然感染者との鑑別は
積 58.1%)，5年後 20.8% C累積 66.8%)，6年後 19.6 なかなか困難であり，その推移を詳細に追求する必
予告(累積 73.3%)， 7年後 13.0%C累積 76.8%)，8 要のある事を痛感させられる。 
年後 7.8% C累積 78.6%)の陰転率を示し，年数の 5) BCG反復接種後「ツJアレルギー
経過と共に減少の傾向を示し，接種後比較的早期に の BCG反復接種 1年後の陽転率
陰転を来す者の多レ傾向が認められるら之を陽転時 BCG初回接種 1年後「ツj反応陰性のため， ひ
「ツj反応度別にみるに，強陽性者からは 1年後 き続き連続 2間 BCGを接種した場合，その 1年後 
4.8%・8年後累積 44.6%・中等度陽性者 1年後 11.7 の陽転率は 57.6%を示し，初回接種 1年後の陽転率
%・ 8年後累積 78.1%，弱陽性者 1年後 29.0%・8 52.8%に比し精々上昇を示す。同様にして連続 2回
年後累積 86.3%の陰転をみ，陽転時「ツJ反応度 接種 1年後陰性のため，ひき続き連続 3回接種した
の弱し、者程早期に陰転をみる者多<，特に弱陽性者 場合の 1年後の陽転率は 54.0%で，連続 2回接種し
からは 2年後に於て既に半数近〈が陰転する結果と た場合より寧ろ相低下を示し，以後同様にして連続
なってし、る。叉性別には 1年後に於て男 23.2%，女 4間接種Lた場合 47.9%，連続 5回接種した場合 
19.4%の陰転率を示し女より男が高率であるが， 8 40.5%を示し， ~BCG 接種を反復するにつれ， その
年後の累積陰転率は男 80.1%，女 77.5%で男女間 陽転率は漸減する傾向が認められる。この BCG反
に著明な差異は認められなし、。 Iiiして接種時年令別 復接種1午、後の陽転率を陽転時「ツJ反応度別にみ
に'は接種時 0.-...9才では 1年後 23.5%，8年後累積 るに， rツJ反応度の強い者は反復接種回数を増す 
85.0%の陰転率を示し{也の年令層に比し著しく高率 につれ，漸減する傾向が認められる。叉性別には反
に陰転が認められるのに対し， 50才以上の高年令層 復接種回数の少い場合，陽転率は男に比し女に棺高
では例数は少かったが 1年後 7.7%，8年後累積 いが，反復接種回数を増すにつれ，その陽転率は男 
22.3~るの陰転率を示し，陰転をみる者・が甚だ、少くな 女略同率乃至むしろ女に於て精低率となる傾向か認
る傾向が認められる。 められる。 
BCG接種後の「ツJ反応陽性率推移に関しては， め BCG反復接種 1年後陽転者のその後の陰転
戸田く23¥ 熊谷(24)， Aroson切り Wag-Hockert叩〉， 状況 
Rosenthal(27)等極めて多数の報告があるが，而も 前述した BCG反復接種 l年後の陽転者に於ける
その成績は報告者によって甚だまちまちであり，之 その後の陰転状況を反復接種回数毎に比較するに，
は BCG接種， rツ「反応施行等の諸条件の一様で 前述初間接種後陽転者が陽転 l年後 20.8%， 8年後
なかった事によると考えられる。而して近年 BCG 累積 78.6%に陰転をみたのに対し， 連続 2回接種
接種後の「ツJ反応陽性率を支配する最も大きな困 後陽転者では 1年後 33.6%，8年後累積 84.6%，連
子が接種されたワクチ y中の生菌単位数で、ある事が 続 3回接種後陽転者では 1年後 36.2%， 7年後累積
明らかにされてきている(仰が， 著者の得た成績が 89.0%，連続 4回接種後陽転者では 1年後 37.5%，
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5年後累積 100%，連続5回接種後陽転者では 1年 
後 29.2%，4年後累積82.3%の陰転率を示し，反復 
接種回数を増す程，その後の陰転が比較的早期に多
〈認められる傾向を示すο
BCG接種回数と「ツj反応陽性率との関連をみ
た報告は幾多に上り，著者の成績は重松〈4)，郡司(28)
と近似した成績を示したが，柳沢〈29}，張(30)，染谷
〈31〉，海老名(32)等とは和、々異っている。この事は被
検者の置かれた感染環境， BCG接種及び「ツj反
応施行の条件等の諸因子によって， BCGを頻回に
接種するもなかなか陽転し難いと云われる所謂
BCG難陽転者の集積に若干の相違をみたためと考
えられる。
6) 所謂 BCG難陽転者に就て
a) 性別・年令別にみた難i湯転者出現頻度
5年以上の比較的長期閣に豆り観察し得た BCG
接種者で， 5~7 年の観察期間内に「ツ j 反応を 4 
回以上， 8_;'_"10年の観察期間内に「ツJ反応を 6回
以上受検した 3，346名の中， 5~7 年間に 4 回以上，
8~10 年間に 6 回以上の頻回に亘って BCG 接種
をうけた者を難陽転者とし，その他を易陽転者とみ
なし，難陽転者の出現頻度をみるに， この 3，346名
中難陽転者と認められた者は 696名 20.8%であっ
たが，初検診時年令別には 0~9 才に於て 23.4~合
を示し， f也の年令層に比し議々高率である。叉性別
には女 17.2%に対し男 25.2%で男に棺々高率であ
り，この性別差異は 0，.， 9才に於て著明であり， 10 
~19 才に於ても同様の傾向が認められるが他の年
令層では明らかでなし、。 
b) 難陽転者と有所見率
前期長期に亘り観察し得た BCG接種者 3，346名
中り難陽転者 696名からの有所見率とその他の易陽
転者からの有所見率とを比較するに，易陽転者1.3
%に対し難陽転者 0.43%で極めて低率である。
所謂 BCG難陽転者に相当高い家族的な関連性が
認められる事に就ては，既に協同研究者湯田・北条 
等(33)(34)が報告した。この問題に関しては川村(35)， 
平山{也く36)等による同様な報告がある。更に著者は
所謂 BCG難陽輯が者素質と関連あるものと思考
し，その出現の性別・年令別差異をみたが，著者の
得た上記の成績に於て BCG頻間接種者即ち所謂
BCG難陽転者と認められる者の出現に性別・年令
別差異が認められた事は， BCG接種後「ツj アレ
ルギーにみられた性別・年令別差異と共に生物学的
特異性が関与するものと考えられる。
BCG難陽転者の発病に関しては，黒丸〈37〉，隈部
〉，40島村〈〉，郡司倒〉等は発病し難く，(39九大原(38
等は発病し易いと述(43)前田Hanaut(42¥1)，(4岩崎 
べているが， BCG接種頻度よりみた著者の成績よ 
りすれば，黒丸(37)等の如く難陽転者からの発病は
極めて少いものと考えられる。
町病巣発見時に於ける病型別「ツJ反応度
本検診実受検者 10，764名中の肺結核有所見者 621
名に就て，その病巣発見時に於ける「ツj反応をみ
るに，陽性者は 606名でその 97.6%を占め，而も強
陽性者 44.0%，中等度陽性者 31.1%で有所見者の大 
部分は硬結を伴った比較的強い反応を呈している。
之を病型別にみても，1I型を除けば各病型共(但し 
班型は 1名もなかった〉硬結を伴った比較的強い反 
応を呈する者が圧倒的に多く認められる。 iツJ反 
応疑陽性者は 7名1.1%，病型別には咽B型 1名・
X型 6名，陰性者は8名1.8%，病型別には E型 1
名， VIB型 2名， X型 5名で，この中 E型の 1名
は病巣発見後間もなく結核性脳膜炎で死亡した陰性 
アネルギーと考えられるものであるが，他は何れ
も治癒型所見者である。而して治療を要すると考え
られる有病者即ち I.I・E・耳・ V. v.r.VH.
四 A型は前述した E型(陰性アネルギ{例〉を除
外するならば， rツj反応陰性者は 1名もなく，何
れも「ツj反応陽性である。
従来一度結核感染をうけた個体は「ツj反応陽性
となるのが普通とされてきたが，か与る個体に於て 
も陰転の見られる場合がある事に就ては既に述べ
た。 Mascher(44)は Rich，HedvaU等をはじめ，
多数の丈献を詳細に考察し、，明確な結核感染者であ
り乍ら「ツj反応が陰性を示す場合として 10項目
に要約した後，陰性アネルギ{とは考えられない症
状の結核患者でも「ツJ反応陰性の場合があるとし
て， iツj反応の診断的価値に疑義を投じている。
その他にか Lる「ツj陰性結核症くTuberculin
negative tubeculosis)に関する報告は，我が国に
桑原〉，48，後藤〈(47)〉，高木(46〉，三友45於ても熊谷〈 
〈49〉，岡田(博〉・長屋〈50)，田村山〉，貝同(52】i 岡田
(貞〉・谷口四〉，石原悦〉，岡田(毅〉他(55)等多数に上
るが，その割合は報告者により高低がある。柳沢(56)
は結核患者であり乍ら「ツj反応陰性なる者が 5% 
前後存在するとし、うのが我が国の研究者のー致した
結論であると述べてし、る。しかし乍ら i:>'J反応は
その用いた「ツj液の濃度，判定時間及び判定方法
等の条件が同ーでなければ，その成績を比較するこ
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とはできなし、。我が国に於ける現行 2000倍「ツJ る事ができなかったが，之は前述した如く本検診に
反応を用いたこの方面の成績の中，検査人員も多 於ては「ツJ反応度に非特異的原因による安動がか
し調査期間も長く， rツj反応の手技も厳密に実 なり多かった事によるものと考えられる。叉X線
施され， ELつ叉胸部 X線学的追求の正確に行われ 経過の如何に拘わらず「ツj反応度の増強した者が
たのは千葉・所沢(20)の報告である。同氏等はその 少なかった事は，有所見者に於て病巣発見時「ツ j
「結核初感染の臨床的研究jに於て， rツj反応陰性 反応度の強い者が多かった事よりよく首肯される。 
9，658名中「ツ J反応陰性にして結核巣と診定され 本問題に関しては貝田〈52〉，吉田(62)等若干の報告が
た例には未だ遭遇しないと述べている。著者も本検 みられる。
診より得た上記の成績，及び各種濃度の「ツ J稀釈 
液を用い，逐時的に詳細に観察した北条(57)の「ツ J v. 結 論
反応に関する研究に基き，陰性アネルギー・陽性ア 昭和 22年より昭和 31年に至る 10カ年間に豆り，
ネルギー・一時的アネルギ一等を除〈ならば，勿論 千葉県下五井町全住民約 12，000名を対象として毎
「ツ j反応が正確に叉慎重に行われての事であるが， 年結核集団検診を実施し，その綜合成績の一部とし
「ツ j反応陰性にして少くとも治療を要する肺結核 て， •rツjアレルギーに就て二・三検討し，次の結
症は先ずなし、ものと確信する。尚協同研究者の一人 果を得た。
として先に述べた如く加茂村集団検診(15)(16川 8)を行 1) BCG非接種既陽性者に於ける陰転率は年間
ったが，同検診に於て「ツ j反応陰性で、あった 50才 2.4 --5.4%で， 9年後の累積陰転率は  26.3%を示，
以上の比較的高年令層に於て非結核性有所見者(気 したが，経過年数別には大差は認められなかった。
管枝拡張症・肺嚢腫その他〉を相当高率に見出すこ 陰転率は性別には男より女に若干高し、傾向があり，
とができた。著者は上述の経験より， rツj反応陰 年令別には 0~9才の低年令層に著しく高率であ
性有所見者は尚慎種に検討する必要があるものと忠 り， 50才以上の比較的高年令層に於ても他の年令層
考するが，従来報告されてきた「ヅ j陰性結核症の に比し稿々高率となる傾向にあった。叉「ツ j反応
中には細菌学的に結核症である事を明確にされた症 度別には弱陽性者からの陰転率は高<. rツj反応
例が少数存在しており，大原く59)は Postal1ergic 度の強い者からは極めて低率であった。 
anergyなる概念を提唱して之を実験的に証明せん 2) 5年以上の比較的長期間に亘り観察 L得た既
とし，叉 Pickertand Lowenstein(oO)のみた如き 陽性者 1，610名からの陰転者は 127名 (7.9%)であ
「ツ j中和物質の存在を証明せんとする者(44)(54)も ったが，之らの者に於ても上記の傾向が認められ，
ある。しかし乍ら Mascherに反論した Furcolow 観察期間別には犬差なく， rツj反応受検回数の多
叫〉の如く， か Lる例外が存在するとしても極めて し、者から陰転者が多くなる傾向が認められたの
稀なものであり， rツJ反応の有用性は事も減ぜら め前記陰転者  127名中，陰転時乃至その前後に
れないばかりでなく，著者は寧ろ「ツj反応陰性に X線所見の認められた者は 18名(14.2%)であっ
して胸部に所見の見出された場合，非結核性として たが，何れも治癒型を示した。
再検討すべきものであると考える。 4) 陰転者を陰転時「ツ j反応度よりみれば，完
尚本検診期間中に於ける非結核性異常影の頻度に 全に陰転したと考えられる岩は半数にみたず，他は
就ては協同研究者佐久間(5)が既に報告した。 疑陽性を呈した。尚前記有所見者 18名に於ても同 
8) X線経過と「ツJ反応の経過 様であった。
前記有所見者 621名中，病巣発見後自然放置のま 5) 疑陽性者の「ツ J陽性強度には約半数に斐動 
Lの X線経過と「ツ J反応の経過とを併せ追求し得 が認められた。
た 316名に就て， X線経過(軽快・不安・増悪〉と の 自然陽転者では陽転時「ツj反応度の強い者
「ツ J反応の経過(増強・不愛・滅弱との聞の関係 に有所見者が多く認められた。
をみるに， X線経過の如何に拘らず「ツj反応度増 7) BCG接種後陽転率は液体ワグチ刈こ比し乾
強を示した者は少いが， X線経過と「ツJ反応の経 燥ワグチ yの場合若干低率の傾向が認められた。
過との間には特別な関係は認められない。 8) BCG初間接種 1年後陽転率は平均  52.8%
即ち本検診より得た有所見者に於ては，発病後の で，年令別には 0~9 才に比較的低率， 10 --19才
経過と「ツ Jアレルギーの推移との間に関連を認め 以上に於て著しい上昇を示した。性別には男より女
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に梢々高率で，特に 0--9才及び 10--19才に顕著

であったが， 20 --29才では男女略同率となり， 30 

才以上では逆に女より男に梢々高率であった。陽転

時「ツj反応度よりみれば， 男女共 30才以上に於

て「ツj反応度の強い者が多く認められた。

叉陽転後比較的早期に陰転をみる者多く，陽転8

年後の累積陰転率は 78.6%であった。而して陽転 

後の陰転は陽転時「ツJ反応度の強い者からは少 

し年令別には接種時 0---9才の者から多く認めら
れた。 
9) BCG反復接種 1年後陽転率は連続 2回接種
の場合初回よりも高率となったが，それ以上回数を
重ねても陽転率は上昇せず徐々に低下したο叉陽転 
後の陰転問反復接種した回数の多い程多く叉比較的
早期に認められた。 、 
10) 、所謂 BCG 難陽転者は年令SIJには 0~9 才に
比較的多く認められ，叉性別には女より男に柏々多 
<，この性別差異は特に 0---9 才及び 10~ 19才に 
著しかった。而して難陽転者からの有JYr見率は極め 
て低率で、あった。 
11) 検診実受検者 10，764名中の有所見者 621名 
の病巣発見時「ヅJ反応をみるに， 陽性者 606名 
97.6%，疑陽性者 7名1.1%，陰性者 8名1.3%であ 
った。而して陽性者の大部分は硬結を伴った比較的
強い反応を呈した。叉疑陽性・陰性者に於ては，そ 
の中の 1名は E型を呈し陰性アネルギ{と考えら 
れたがp 他は何れも治癒型を示した。従って「ツJ 
反応を正確に実施且つ判定し，長期に豆り胸部 X
線写真を詳細に検討，且つ叉陰性アネルギ一・陽性 
アネルギ、一・一時的アネルギ一等を除外するなら 
ば， rツj反応陰性にして少くとも治療を要する肺 
結核症は認められなかった。 
12) 有所見者の発病後の経過と「ツjアレルギ、{
の推移との間には特に関連を認める事ができなかっ
た。
稿を終るに臨み，御指導を賜わった思師三輪教援
並びに石川名誉教授に深甚なる謝意を捧げる。叉多 
年に亘り検診の企画実施に御援助を賜わった湯田助 
教授はじめ教室員各位・本学社会医学研究会に対し 
衷心より感謝すると共に，特に終始一貫木検診遂行 
に献身され，且つ御助言・御協力を戴いた北条講師・ 
郡司博士・佐久間学士・森本研究生の諸兄に対して 
はこ与に満腔の謝意を表する。 
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